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国土交通省砂防部長よりご挨拶 
 
 

火山噴火に伴う土砂災害対策 
 
昨年は令和元年東日本台風による東北地方を中心とした災害によって、今年はコロナ禍

の影響によって、2 年連続で「火山砂防フォーラム」が延期となってしまいました。準備をい

ただいておりました蔵王山、浅間山を望む地域の皆様には、これまでのご尽力に感謝する

とともに、次年度以降に開催できるよう、開催地の皆様とともに準備を進めて参ります。 

さて、火山噴火に伴う土砂災害は極めて甚大な被害を生じさせます。雲仙・普賢岳の噴

火に伴い多くの犠牲者を出した火砕流や市街地を襲った大規模な土石流は、30 年を経た

今なお記録映像としてたびたびメディアで紹介されています。当地において直轄砂防事業

として対策に着手して 28 年、一定の工事が完了し砂防施設の一部を地元の長崎県に引き

継ぐとともに、今なお移動する溶岩ドームの監視、立ち入り制限区域内での無人化施工を

実施するため、桜島に次ぐ全国 2 か所目の直轄砂防管理に移行しています。一昨年噴火

した草津白根山は、予想していた火口とは違う場所で噴火が始まりました。流域の土砂災

害監視用に設置したカメラを 180 度回転させ新たな火口を監視しましたが、こちらも立ち入

り制限区域内にあり、火山活動が続く中での監視設備の維持に課題を残しました。 

このように火山活動の予知は困難な場合が多く、かつ噴火に伴う土砂災害の想定は、噴

火口や降灰など噴出物の状況に大きく左右されます。全国に４９ある常時監視火山におい

て、「火山噴火緊急減災対策砂防計画」を策定し、火山活動に備えるとともに、噴火や噴火

後の土砂災害に備えて、火山噴火リアルタイムハザードマップシステムを開発し、現在 10

火山で運用中です。また、草津白根山噴火の経験を活かし、電源・通信設備の多重化にも

力を入れ始めました。 

火山活動によって噴出する火山灰などが、その後の降雨によって土石流となり、人命・人

家や重要なインフラへ影響を与えるため、日頃からの監視・観測や噴火後の降灰量の調査

は必須です。火山活動に対しては、内閣府に設置された「火山関係省庁連絡会」が情報を

取りまとめ関係行政機関の間でデータの共有が期待できるよう連携を強化しています。ま

た、九州技術事務所では、全国の火山情報をとりまとめるとともに、九州の火山をフィールド

として開発した降灰量ゲージによる火山灰堆積厚の視認性確認等調査を行っており、これ

らの成果に大いに期待しています。 

火山地域には温泉や景勝地が多く、森林浴、湖畔でのレジャーなど観光資源が豊富に

あります。私自身も出かけて地域の湯につかることをこよなく楽しみにしています。このよう

に普段は火山の恵みを十分活用されている中で、万一の噴火に備え砂防計画を策定し、

計画に基づく資機材の備蓄、監視体制整備など、地域の皆様の協力のもと、今できることを

着実に実施して参ります。 
 

 

                                  国土交通省 砂防部長 今井一之 
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（一 社 ）全 国 治 水 砂 防 協 会 理 事 長 よりご挨 拶  

会 員 の皆 様 へ 
 
残 暑 お見 舞 い申 し上 げます。立 秋 とは名 ばかりで、８月 は全 国 的 に厳

しい猛 暑 が続 きました。この暑 さの中 、被 災 地 の皆 様 の復 旧 ・復 興 へのご
苦 労 がしのばれます。一 日 も早 く元 の生 活 を取 り戻 されるようお祈 り申 し
上げます。 

 
コロナ禍 や梅 雨 前 線 豪 雨 災 害 の襲 来 は、わが国 の持 つ様 々な脆 弱 性

を明 らかにしました。そして国 民 の命 を守 ることこそ、国 の持 つ最 も基 本 に
して、重 要 な役 割 であることを改 めて認 識 させてくれました。人 に害 をおよ
ぼす原 因 が疫 病 であろうと自 然 災 害 であろうとこれは同 じです。もとより砂
防 は国 土 の持 つ脆 弱 性 を人 の暮 らしのためにできるだけ減 じていく役 割
を持っており、計 画的かつ着実にその対策を進めていかねばなりません。 

 
8 月 28 日 の会 見 で総 理 大 臣 が辞任 を表 明 されました。健 康 問 題 での

辞 任 は大 変 お気 の毒 なことです。次 の体 制 におかれましても、国 民 の生
命 、財 産 を守 る国 土 強 靭 化 施 策 を継 続 的 に推 進 していただくよう期 待 い
たしているところです。 

 
 今 回 は、国 土 交 通 省 砂 防 部 長 から火 山 地 域 の砂 防 対 策 に関 するお

話 をいただき、それに関 連 する資 料 を添 付 させていただきました。国 土 強
靭 化基本計画の中に 45 の「起きてはならない最悪の事態」が想定されて
います。その中 の事 前 に備 えるべき目 標 （カテゴリー）として「大 規 模 な火
山 噴 火 等 （中 略 ）により多 数 の死 傷 者 の発 生 」、「（前 略 ）火 山 噴 出 物 の
流 出 による多 数 の死 傷 者 の発 生 」を回 避 することがあげられています。火
山 災 害 もその規 模 や現 象 、継 続 期 間 を考 えますと、しっかりと平 時 に備 え
るべき対 象 であります。有 事 にはできることがどうしても限 定 的 かつ応 急 的
なものに限 られてしまいます。警 戒 避 難 体 制 の整 備 を含 め、住 民 、行 政
一体となった普段からの備える努力が重要です。 

 
 

 
令 和 2 年 9 月 2 日  
一 般 社 団 法 人 全 国 治 水 砂 防 協 会  
理 事 長   大 野  宏 之  

 
 

 



火山砂防フォーラム

○火山地域の自治体が主体となって、砂防を含む火山防災の啓発と安全で活力ある地域
づくりについて理解を深めることを目的とし毎年各地で実施（主催：火山砂防フォーラム委員会）。

中止
中止

火山砂防フォーラム開催地一覧  令和元年10月に予定していた2019火山砂防フォー

ラム（宮城県蔵王町）は、令和元年東日本台風の
影響で延期。延期後の令和２年５月も、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止の観点から中止が決定。

 同様に、令和２年９月に開催予定としていた2020火

山砂防フォーラム（群馬県嬬恋村）も合わせて中止
を決定。

 令和３年度以降の開催については、火山砂防
フォーラム委員会により調整。令和３年度は浅間山、
令和４年度は蔵王山、令和５年度は岩手山を予定。

蔵王山

※火山砂防フォーラム委員会ＨＰより

雲仙・普賢岳における直轄砂防管理事業を開始

○平成５年度から、水無川、中尾川、湯江川にて直轄砂防事業を実施してき
たが、令和元年度をもって水無川の一部を残し事業を完了

○事業完了した河川のうち、水無川については無人化施工による除石や溶岩
ドームを含む流域の監視など、高度な技術を有する国による管理が必要

○６月１日付け官報により告示し、直轄砂防管理に着手

国による直轄砂防事業

直轄砂防事業の終了

都道府県による
維持管理

都道府県による補助事業等

国による
維持管理

機能維持が著しく
困難な箇所等

【砂防事業の流れ】

水無川１号砂防堰堤

水無川２号砂防堰堤

水無川３号砂防堰堤

南島原市

島原市

溶岩ドーム

岩屑なだれに備えた
流下断面の維持

赤松谷川
上流域の除石

河床低下に伴う
施設補修・修繕

警戒区域
（立ち入り禁止）

砂防堰堤
堆砂地の除石

水無川

大規模災害等

国による維持管理

中尾川・湯江川 ⽔無川

6月1日
官報告示

【無人化施工（高度な技術）による管理状況】
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南西諸島

十勝岳
ｱﾄｻﾇﾌﾟﾘ

大雪山

樽前山

恵山 倶多楽

雌阿寒岳

吾妻山

岩手山

蔵王山

那須岳
安達太良山

日光白根山

十和田

八甲田山

富士山

浅間山
箱根山

伊豆東部火山群

八丈島 三宅島

新島

神津島

青ヶ島

伊豆大島

秋田駒ヶ岳

白山

草津
白根山

北海道
駒ヶ岳 有珠山

岩木山秋田焼山

鳥海山

磐梯山新潟焼山

乗鞍岳

焼岳

御嶽山

弥陀ヶ原

九重山

阿蘇山

雲仙岳

霧島山桜島

薩摩硫黄島

口永良部島

諏訪之瀬島

鶴見岳・伽藍岳

栗駒山

火山砂防ハザードマップ等の整備状況

N32°

N28°

N24°

E140° E144°

【令和２年３月末現在】
・火山砂防ハザードマップは４３火山で策定
・火山噴火緊急減災対策砂防計画は３５火山で策定

：作成対象火山（49）

：活火山（111）

：火山砂防ハザードマップ・火山噴火緊急減災
対策砂防計画 作成済み火山（35）

伊豆・小笠原諸島

：火山砂防ハザードマップ 作成済み火山（43）

赤字

リアルタイムハザードマップについて

○様々な噴火現象に臨機応変に対応するため、噴火後の土砂災害の範囲を緊急に計算す
る「火山噴火リアルタイムハザードマップシステム」を開発し運用中。

○作成するハザードマップは火山防災協議会等を通じて市町村等に提供され、住民の迅速
な避難誘導等に活用される。

10⽕⼭で運⽤中（令和２年３⽉31⽇時点）

岩⼿⼭、吾妻⼭、浅間⼭、富⼠⼭、焼岳、
乗鞍岳、御嶽⼭、雲仙岳、霧島⼭、桜島

※今後順次拡⼤予定で、必要なデータ整備等
の作業を引き続き実施

リアルタイムハザードマップとは ⽕⼭噴⽕の条件に応じた⼟砂移動現象の影響範囲等を想定したもの

⼟砂災害の影響範囲の想定
（数値シミュレーションによる）

リアルタイムハザードマップ噴⽕規模

施設整備状況氾各種条件の設定

想定現象
避難⽀援のための

情報提供

緊急的な
減災対策の検討

作成の際の⼊⼒条件 提供準備 防災活動への利⽤

新たなハザードマップ
として提供

リアルタイムハザードマップの活⽤が有効な例 運⽤中の⽕⼭

想定の火口

想定の
火砕流流下範囲

新たな想定の
火砕流流下範囲

実際の火口

新たな⽕⼝からの噴⽕など想定と
異なる現象が発⽣した場合でも、
緊急に⼟砂災害の範囲を計算

※ 下線は新たに加わった5火山
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火山噴火時の火山灰堆積厚把握手法の現地試験

○火山噴火後の火山灰堆積調査について、降灰マーカー及び降灰ゲージを用いた手法の
現地試験を阿蘇山・霧島山の高標高地点で実施し、視認性や耐久性の確認を行う。

降灰マーカー 降灰ゲージ

立入規制範囲での調査
を想定し、無人航空機
（UAV）による上空から
の撮影を実施

UAVにて撮影

機器の設置時期

○ 阿蘇山
2019年10月～

○ 霧島山
2019年11月～

火山の恵み・火山との共存・共栄

火山地域の砂防事業

【仮設導流堤】

【土石流堆積工】

【砂防堰堤】

白山

火山の恵み

十勝岳

桜島 開聞岳

火山活動により生じた地形や地質、地下のマグマに起因する自然の恵みを享受し、火山との共存、共栄できるように火山地域の
砂防事業を進めていきましょう。
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